
 

 

事 前 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 交通安全対策事業（歩道及び自転車歩行者道設置事業） 

地 区 名 一般
いっぱん

県道
けんどう

 一宮
いちのみや

弥富
や と み

線
せん

 

事業箇所 弥富
や と み

市
し

鯏浦
うぐいうら

町地内
ちょうちない

 

事業のあ

らまし 

当路線は、一宮市から津島市・愛西市の中心部を経由して弥富市を結ぶ県道（旧（国）１５５

号線）である。 

当工区は国道１５５号と国道１号の間に位置しており、大型商業施設にも近接していることか

ら、大型車も含め自動車交通量が多いが、歩道が一部未整備であり、歩行者の安全が確保されて

いない状況である。こうした背景から、本事業は歩道を整備することにより歩行者の安全確保を

図るものである。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

歩行者等の安全性確保 

【副次目標】 

 － 

事 業 費 
事業費 内訳 

0.8億円 □工事費 0.2億円、用地補償費 0.4億円、□その他 0.2 億円 

事業期間 採択予定年度 2023年度 着工予定年度 2023年度 完成予定年度 2026年度 

事業内容 

 

歩道設置工事 延長L=0.12km 幅員 L=2.5m 

 

Ⅱ 評価 

①
事
業
の
必
要
性 

1) 必要性 

 

当該路線は、死傷事故率28.9 件/億キロ、交通事故発生1 件（2017～2020）と交通事故の

発生状況は低いものの近隣には住宅や大型施設があり、歩道幅員が最も狭いところで 90cm

しかなく、歩道が中抜け状態となっている箇所があるため、歩行者はすれ違うことができず

車椅子やベビーカーなどは通れない状況となっている。このため歩道拡幅により安全な歩行

空間の確保が必要である。 

判定 

Ａ 
A： 現状の課題又は将来の予測から事業の必要性がある。 

B： 現状の課題又は将来の予測が十分把握されていない。 

【理由】 

安全な歩行空間の確保のため、事業の必要性がある。 

②
事
業
の
実
効
性 

1) 事業計画  

  

2) 地元の合

意形成 

地元からの強い要望もあり、弥富市より地元の事業に対する同意書を添付した要望書が提出

されていることから、合意形成は図られている。 

判定 Ａ 
A： 事業計画の実効性が期待できる。 

B： 事業計画の実効性が期待できない。 



 

 

【理由】 

十分な事業執行体制が整っており、事業計画の実行性は高いため。 

Ⅲ 対応方針 

事業実施が 

妥当である。

事業実施が妥当である。：上記①～④の評価ですべてＡ判定であるもの。 

事業実施は妥当でない。：上記以外のもの。 

Ⅳ 事後評価実施の有無と主な評価内容 

■対象（事業完了後 年目） □対象外  

【事業完了後５年を越えて実施する理由・対象外の理由】 

 

【主な評価内容】 

歩行者の通行に係る安全性の改善状況の変化 

 


